
 

課題③ 

＊近年集中豪雨による浸水事例が多発し、各地で甚大な被害をもたらしています。吹田市下水道

部でもその対策に追われているのが現状で、新規の大規模開発に関する雨水排水の基準は非常

に厳しく、重要な条件になっています。	

	

	

＊吹田市では、市全体をいくつかの流域を定めて区分していますが、今回弊社が開発をする箇所

は、「千里山処理区分」と言われる排水区分地域で、地図で示す赤線から南側は全地域下方、

つまり下流に排水することになっています。	

 ですから開発地域の排水は南側のどこかにある公共の排水管に接続しなければなりませんが、

南側には大阪学院大学のグラウンドしかありません。	

 大学の敷地内に公共の排水管が存在するわけがなく、また開発区域は北側が高く南側が低い南

斜面になっています。	

	

	

＊南側に排水できない大きな問題が浮上してきました。	

	

	

＊解決策は限られます。	

 唯一の方法は、北側に排水することですが、流域が違う上に逆勾配です。	

 通常、水は高いところから低いところに流れます。例外はありません。	

では逆勾配の排水をどうすれば可能になるのか、膨大な費用を掛ければ可能でしょうが、限

られた予算の中で設計しなくてはなりません。仮に方法が見つかったとしても、逆の流域に

排水することを吹田市が許可するのか、問題は尽きません。	

	

	

＊ほぼ一年かかりましたが、何とかこの問題を乗り越えました。	

	

 

＊これでやっとフローチャートの Ⓐ に到達しました。これからが開発申請の本番です。 

 


